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ハイブリッド浮体製作工　正誤表 平成20年9月1日 訂正

誤 正頁
 
１－１－２－２ 一般管理費等  

ハイブリッド浮体製作原価は鋼桁製作原価、躯体製作原価および進水工原価の合計で算出される。一般管理費等

を求める際の一般管理費等率の計算は、この工事原価を対象額とし計算するものとする。一般管理費等の算定方法

は、｢港湾土木請負工事積算基準｣一般管理費等の定めによる。 
 

１－１－２－２ 一般管理費等

ハイブリッド浮体製作原価は、鋼桁製作原価、躯体製作原価および進水原価の合計で算出される。

一般管理費等を求める際の一般管理費等率の計算は、この工事原価を対象額とし計算するものとする。一般管

理費等の算定方法は、 の定めによる。｢港湾土木請負工事積算基準 一般管理費等」

１－２ 適用範囲

本基準は、 におけるハイブリッド浮体製作施工形態のケース１に適用する。１－４ 施工形態

なお、ケース２は工場内船渠施設にて進水を行い、ケース３は現地近隣ヤード等で施工を行うため、現場施工

条件に合わせて別途工事費の積上げを行う必要がある。

１－２ 適用範囲  
本基準は、１－４項におけるハイブリッド浮体製作施工形態のケース１に適用する。  

なお、ケース２は工場内船渠施設にて進水を行い、ケース３は現地近隣ヤード等で施工を行うため、現場施工条件

に合わせて別途工事費の積上げを行う必要がある。  

１－７ 数量計算等

１－７－１ 集計数位

種別(レベル３) 細別(レベル４) 内 容 単位 数 位 摘 要

ハイブリッド 鋼 桁 製 作 鋼 材 重 量 ｔ 小数３位 小数４位四捨五入

浮体製作工 鋼桁下地処理面積 ｍ １位止を原 四捨五入２

鋼 桁 塗 装 面 積 〃 則とする。

底 面 底 型 枠 面 積 〃 ただし、数

足 場 足 場 面 積 〃 量が５桁以

鉄 筋 鉄 筋 重 量 kg 上の場合

支 保 支 保 容 積 空ｍ は、有効数３

型 枠 内 型 枠 面 積 ｍ 字４桁とす２

外 型 枠 面 積 〃 る。

Ｐ Ｃ ケ ー ブ ル 延 長 ｍ

ケ ー ブ ル 本 数 本
３コ ン ク リ ー ト コ ン ク リ ー ト 量 ｍ

量 〃バ ラ ス ト コ ン ク リ ー ト
２防 水 防 水 面 積 ｍ

付 属 品 取 付 係 船 柱 基 数 基

防 舷 材 基 数 〃

ｍ車 止 ・ 縁 金 物 取 付 延 長
２塗 装 面 積 ｍ

電 気 設 備 函
３グ ラ ウ ト 量 ｍ
２舗 装 面 積 ｍ

進 水 進 水 函 数 函ハイブリッド浮体進水据付工

１－７ 数量計算等  
１－７－１ 集計数位  
 

 区   分  内  容   単位   数  位 摘  要

 鋼桁製作   鋼材重量   ｔ   小数３位   小数４位四捨五入

 鋼桁下地処理面積   ｍ２ 
 鋼桁製作  

 塗 装 
 鋼桁塗装面積   〃  

 底型枠設置撤去   底型枠面積   〃  
 枠組足場架払   足場面積   〃  
 鉄筋加工組立   鉄筋重量   kg 
 支保組立組外   支保容積   空ｍ

３ 
 内型枠組立組外   内型枠面積   ｍ２ 
 外型枠組立組外   外型枠面積   〃  
 ケーブル組立   ケーブル延長   ｍ  
 ケーブル緊張   ケーブル本数   本  
 コンクリート打設   コンクリート量   ｍ３ 
 バラストコンクリート打設   バラストコンクリート量   〃  
 外面防水   防水面積   ｍ２ 
 係船柱取付   係船柱基数   基  
 防舷材取付   防舷材基数   〃  
 車止･縁金物･製作･ 
 取付  

 車止・縁金物  
 取付延長   ｍ  

 付属品塗装   塗装面積   ｍ２ 
 電気設備取付   電気設備   函  
 敷板間詰   グラウト量   ｍ３ 

 躯体製作  

 薄層カラー舗装   舗装面積   ｍ２ 

 

 進  水   進水準備･進水･仮置   進水函数   函  

 １位止を原則と

 する。  
 ただし、数量が

 ５桁以上の場合

 は、有効数字４

 桁とする。  

 四捨五入  

 

１－７－２ 材料割増率

種別(レベル３) 細別(レベル４) 内 容 割増率(％) 摘 要

ハイブリッド 鋼 桁 製 作 鋼 板 10

浮体製作工 形 鋼 ・ 鋼 管 5

鉄 筋 鉄 筋 （ 異 形 棒 鋼 ） 3

Ｐ Ｃ Ｐ Ｃ 鋼 よ り 線 6

シ ー ス 6

コ ン ク リ ー ト コ ン ク リ ー ト 3

バラストコンクリート 3

１－７－２ 材料割増率  
 

 区   分   内  容   材料割増率（％）  
 鋼 板   １０   鋼桁製作   鋼桁製作  
 形鋼・鋼管    ５  

 鉄筋加工組立   鉄筋（異形棒鋼）    ３  
 ＰＣ鋼より線    ６   ケーブル組立  
 シース    ６  

 コンクリート打設   コンクリート    ３  

 

 躯体製作  

 バラストコンクリート打設   バラストコンクリート   ３  

 

 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※正誤表の対象は、平成19年4月版および平成20年4月一部改訂版です。平成20年8月改訂版は修正済です。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※今後の改訂・正誤表情報については、当センターＨＰ『改訂・正誤表のお知らせ一覧（http://www.scopenet.or.jp/main/product/corrigenda.html）』をご覧ください。
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誤 正頁

P3-15

P3-19

P3-16

b)基準工数（Ｐ ）１

基準工数Ｐ （100ｍ 当り) 摘 要１
２

0.3人工／100ｍ 前処理(原板ブラスト＋ジンクリッチプライマ)２

1.0人工／100ｍ ２次素地調整(補修製品ブラスト(動力工具))２

   b)基準工数（Ｐ１）  
 

 基準工数Ｐ１（100ｍ
２
当り)  適    要  

 0.3人工／100ｍ
２  前処理(原板ブラスト＋ジンクリッチプライマ) 

 

 1.0人工／100ｍ
２  ２次素地調整(補修製品ブラスト(動力工具)) 

 

 

   b)基準工数（Ｐ2）  
 

 基準工数Ｐ２ (100ｍ
２
当り) 適    要  

 1.4人工／100ｍ
２ 中    塗  

 

 1.4人工／100ｍ
２ 上    塗  

 

 

b)基準工数（Ｐ ）２

基準工数Ｐ (100ｍ 当り) 摘 要２
２

1.4人工／100ｍ 中 塗２

1.4人工／100ｍ 上 塗２

 (2) 鋼桁下地処理 １ｍ
２
当り  

名    称   形状寸法   単位   数   量   摘    要  
労 務 費  船舶製作工   人工   0.013  
補 助 材 料 費   ％   5.0  労務費の％  
ジンクリッチプライマ    kg  0.20  

 

ジンクリッチプライマ用ｼﾝﾅー   〃   0.02  
 
 
 (3) 鋼桁塗装 １ｍ

２
当り  

 名    称   形状寸法   単位   数   量   摘    要  
 労 務 費  船舶製作工  人工   0.028 
 補 助 材 料 費   ％   5.0  労務費の％

 タールエポキシ樹脂塗料   中塗１種   ㎏   0.25  
 タールエポキシ樹脂塗料   上塗１種   〃   0.25  

 

 タールエポキシ塗料用シンナー   〃   0.05  
 

(2) 塗装費（鋼桁下地処理） １ｍ 当り２

名 称 形状寸法 単位 数 量 摘 要

労 務 費 船舶製作工 人工 0.013

補 助 材 料 費 ％ 5.0 労務費の％

ジンクリッチプライマ kg 0.20

用 ｼ ﾝ ﾅ ｰ 〃 0.02ジ ン ク リ ッ チ プ ラ イ マ

(3) 塗装費（鋼桁塗装） １ｍ 当り２

名 称 形状寸法 単位 数 量 摘 要

労 務 費 船舶製作工 人工 0.028

補 助 材 料 費 ％ 5.0 労務費の％

樹 脂 塗 料 中塗１種 ㎏ 0.25タ ー ル エ ポ キ シ

樹 脂 塗 料 上塗１種 〃 0.25タ ー ル エ ポ キ シ

塗料用 ｼﾝ ﾅ ｰ 〃 0.05タ ー ル エ ポ キ シ

２－２－６－２ 代価表作成手順

［支保工組立組外］

・現場条件 → 支 保 耐 力 の 検 討 → ・支保耐力ｔ≦6ｔ/ｍ を標準と２

する。

・支保耐力ｔ＞6ｔ/ｍ の場合２

は、別途考慮する。

„

代 価 表 の 作 成 → ・支保組立組外

100空ｍ 当り代価表３

２－２－６－２ 代価表作成手順  
［支保工組立組外］   

・現場条件       →   支保耐力の検討   →・支保耐力t≦6ｔ/ｍ
２
を標準とする。

  ・支保耐力が6ｔ/ｍ
２
を超える場合は、

   別途考慮するものとする。  
 

„  
  代価表の作成   →・支保組立組外  

   100空ｍ
３
当り 代価表  

 
 

２－２－６－３ 施工歩掛

１）代価表

(1) 支保組立組外 100空ｍ 当り３

名 称 形状寸法 単位 数 量 摘 要

世 話 役 人 2.5

型 枠 工 〃 4.0

と び 工 〃 2.9

普 通 作 業 員 〃 5.9

雑 材 料 ％ 9.0 労務費の％

注）雑材料は、仮設器材等の費用であり、労務費の合計額に上表の雑材料率を乗じて求める。

２－２－６－３ 施工歩掛  
１）代価表  

(1) 支保組立組外 100空ｍ
３
当り  

 名   称   形状寸法  単位   数  量   摘   要

 世 話 役   人   2.5 
 型 枠 工   〃   4.0 
 と び 工   〃   2.9 
 普 通 作 業 員   〃   5.9  

 

 雑 材 料   ％   9.0  労務費の％  
注）雑材料は、仮設機材等の費用であり、労務費の合計額に上表の雑材料率を乗じて求める。  

 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※正誤表の対象は、平成19年4月版および平成20年4月一部改訂版です。平成20年8月改訂版は修正済です。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※今後の改訂・正誤表情報については、当センターＨＰ『改訂・正誤表のお知らせ一覧（http://www.scopenet.or.jp/main/product/corrigenda.html）』をご覧ください。
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P3-20

P3－解－8

P3－解－10

[ケーブル緊張]  
・ケーブル規格     →   定 着 装 置 規 格 の 算 出  →①定着装置規格  

 
„  

・ケーブル規格     →   定 着 処 理 材 料 の 算 出  →②定着処理材料  
 

„  
・浮体長さ       →   緊 張 方 法 の 選 定  →③片引き・両引きの別  

 
„  

①定着装置規格     →  
②定着処理材料費  
③片引き･両引きの別  

 代 価 表 の 算 出  →・ケーブル緊張  
   10本当り代価表  

 

［ケーブル緊張］

・ケーブル規格 → 定 着 装 置 規 格 の 算 出 → ①定着装置規格

„

・ケーブル規格 → 定 着 処 理 材 料 の 算 出 → ②定着処理材料

„

・浮体長さ → 緊 張 方 法 の 選 定 → ③片引き・両引きの別

„

①定着装置規格 → 代 価 表 の 作 成 → ・ケーブル緊張

②定着処理材料費 10本当り代価表

③片引き･両引きの別

２）定着処理材料  
ＰＣケーブル緊張で使用する定着処理材料の標準配合は下表とする。  

 
(1) 定着処理材料注入標準量  

 名  称   種  類  規  格   ケーブル10本当り注入標準量(ｍ
３
)

40t型(1S17.8)  0.13
50t型(1S19.3)  0.14

 
 ＰＣケーブル   シングルストランド工法

60t型(1S21.8)  0.17
注）1.上表の数値は、定着処理作業中におけるロス分（残余定着処理材料で使用不能となったもの) 

を含んだものの標準値である。  
2.シングルストランド工法以外およびｼｰｽ径が標準でない場合の定着処理材料量は、下記算定式  

による。  
 

Ａ＋Ｂ  
        Ｖ１＝           ×Ｃ×Ｄ×20     （小数３位四捨五入）  

２  
 
 

Ｖ１：ケーブル10本当り注入標準量(ｍ
３
）  

Ａ ：箱抜部手前高さ(ｍ) 
Ｂ ：箱抜部奥高さ(ｍ)  

Ｃ ：箱抜部長さ(ｍ) 

Ｄ ：箱抜部幅(ｍ) 
 

Ａ 

Ｃ 
Ｄ 

Ｂ 

２）定着処理材料

ＰＣケーブル緊張で使用する定着処理材料の標準配合は下表とする。

(1) 定着処理材料標準注入量

名 称 種 類 規 格 ケーブル10本当り標準注入量(ｍ )３

ＰＣケーブル シングルストランド工法 40t型(1S17.8) 0.13

50t型(1S19.3) 0.14

60t型(1S21.8) 0.17

注）1.上表の数値は、定着処理作業中におけるロス分（残余定着処理材料で使用不能となったも

の)を含んだものの標準値である。

2.シングルストランド工法以外およびシース径が標準でない場合の定着処理材料量は、下記算

定式による。

Ａ＋Ｂ
Ｖ ＝ ×Ｃ×Ｄ×20 （小数３位四捨五入）１

2

Ｖ ：ケーブル10本当り標準注入量(ｍ ）１
３

Ａ ：箱抜部手前高さ(ｍ)

Ｂ ：箱抜部奥高さ(ｍ)

Ｃ ：箱抜部長さ(ｍ) Ａ

Ｄ ：箱抜部幅(ｍ) Ｂ

Ｄ
Ｃ

 
(2) 材料費(鋼材) １函当り 代価表  

 名   称  形状寸法   単位  数 量   単 価   金  額  摘   要

 鋼 板  SS400 t=9  ｔ 3.875  82,355  319,126 
 鋼 板  SS400 t=12  〃 1.024  単価省略   金額省略  
 以 下 省 略       
       
 補 助 材 料 費   式  １    上記計の15％  
       

 計      Ａ1 
 

(2) 材料費(鋼材) １函当り 代価表

名 称 形状寸法 単位 数 量 単 価 金 額 摘 要

鋼 板 SS400 t=9 ｔ 3.875 82,355 319,126

鋼 板 SS400 t=12 〃 1.024 82,355 84,332

以 下 省 略

補 助 材 料 費 式 １ 上記計の15％

計 A1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※正誤表の対象は、平成19年4月版および平成20年4月一部改訂版です。平成20年8月改訂版は修正済です。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※今後の改訂・正誤表情報については、当センターＨＰ『改訂・正誤表のお知らせ一覧（http://www.scopenet.or.jp/main/product/corrigenda.html）』をご覧ください。


